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広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�

虎
之
間�

大筒�
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▲北東側から見た裏鉄門発掘調査の写真�

44

津
山
城
の
築
城
過
程
５�

〜
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
裏
鉄
門
〜�

編�

集�

後�

記�

■
木
々
の
葉
が
色
づ
き
始
め
、
街
路

樹
も
美
し
い
色
合
い
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
あ
る
日
、
車
に
乗
ろ
う
と
ド

ア
の
取
っ
手
に
手
を
触
れ
た
と
た
ん

「
パ
チ
ッ
」
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

や
っ
か
い
な
静
電
気
が
い
た
ず
ら
を

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
さ
れ
た
経

験
あ
り
ま
せ
ん
か
？
（
郁
）�

■
世
界
の
観
光
名
所
に
は
、
日
本
人

が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
落
書
き
が
多

数
あ
る
そ
う
で
す
。
市
内
で
も
神
南

備
山
の
展
望
台
に
落
書
き
が
見
つ

か
り
、
先
月
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

よ
っ
て
消
去
作
業
が
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
な
ぜ
落
書
き
を
す
る
の

で
す
か
？
み
ん
な
の
迷
惑
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
（
ひ
）�

■
市
重
要
文
化
財
の
指
定
に
な
っ
た

八
出
天
満
宮
本
殿
の
写
真
を
撮
り
に

行
き
ま
し
た
。
何
枚
か
写
真
を
撮
り
、

帰
る
前
に
後
側
も
見
て
み
よ
う
と
思

い
回
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
あ
る
の
は

･･･

本
殿
で
し
た
。
も
う
少
し
で
拝

殿
だ
け
撮
っ
て
ホ
イ
ホ
イ
帰
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
セ
〜
フ
。
（
ｅ
）

（10月１日現在）�
人　口　90,124  人（前月比＋19）�
　男　　42,963  人（同△５）�
　女　　47,161  人（同＋24）�
世帯数　34,848世帯（同＋17）�

９月中の異動数�

ひ と の 動 き�

介護保険料６期�
納期限：12月１日（月）�

今 月 の 納 税 �

出生　  81人、死亡　  69人�
転入　234人、転出　227人�

月�

２００３�

　今回は裏鉄門について検討します。
　裏鉄門については、広報つやま９月号の
津山城百聞録で少し書きましたが、史跡整
備に伴う発掘調査により全容が明らかにな
りましたので、再度その変遷なども含めて
まとめてみます。

　裏鉄門の発掘調査結果は、上の写真のよ
うな状況でした。門の礎石は一部が抜き取
られていたものの、四隅が残っていたため
その規模が判明しました。それによると幅
約８メートル、奥行約４メートルの西向き
の門で南側に番所を持つ構造のものでした。
下の絵図と比較しても南側の６畳の番所部
分など、礎石の配置もよく一致しています。
また、門の西側には雨落溝が存在し、そこ
に落ちた水は門の下の暗渠排水を通って流
れていくことや、さらにその溝が木製の樋
から石製のＵ字溝に付け替えられているこ
とも明らかになりました。

　また、絵図には裏鉄門の東側に小さな長
方形の建物が書き込まれています。これは
「大小一対」のトイレです。写真を見ると、
該当の部分に丸い桶を抜き取った痕跡が認
められ、実際にこの場所にトイレがあった
ことが分かります。これは番所に詰めてい
る人のためのトイレでした。
　この門はその名のとおり、門の外側が鉄
板で覆われた、搦手から本丸御殿に直接通
じている重要な門でした。ところが、文化
６年（1809）に起こった本丸の火災により
この門は消失してしまいます。
　火災以降の絵図には、この裏鉄門は記載
がありません。大正６年（1917）に制作さ
れた「津山温知会誌付図」では、裏鉄門の
部分には「裏鉄御門焼址」と、その奥の「裏
切手門」の部分には「仮裏鉄御門」と記載
されており、裏鉄門は火災後に再建されず、
裏切手門が仮の裏鉄門として使用されたま
ま明治を迎えたようです。

　仮裏鉄門とされた裏切手門は、本丸御殿
の通路の下に設けられた小さな門です。こ
のような門を本丸への直接の入り口に使用
するということは、明らかに城としての防
御を放棄した考え方です。平和な時代であ
ったからこそ裏鉄門は再建されなかったの
です。▲写真と同じ部分の絵図（津山城資料編から）�

▲津山温知会誌付図（津山郷土博物館蔵）�
※一四三が裏鉄門。建物がなく、礎石だけが�
　表示されている左上の九九が「仮裏鉄御門」�

11

おけ� こんせき�

からめて�

あんぎょ�

とい�


